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『
古
今
和
歌
集
』
の
藤
原
敏
行
の
歌
（
秋
・
下
、
二
六
六
。
注
1
）
に
は
、
菊
を

比
喩
的
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
を
賛
美
す
る
と
い
う
方
法
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
寛
平
御
時
、
菊
の
花
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
　
　
と
し
ゆ
き
の
朝
臣

　
　
久
か
た
の
雲
の
う
へ
に
て
見
る
菊
は
天
つ
星
と
そ
あ
や
ま
た
れ
け
る

　
　
　
　
こ
の
歌
は
、
ま
だ
殿
上
ゆ
る
さ
れ
ざ
り
け
る
時
に
、
召
し
あ
げ
ら
れ
て
つ

　
　
　
　
か
う
ま
つ
れ
る
な
む

「
寛
平
御
時
」
は
宇
多
天
皇
の
時
代
で
あ
る
。
「
雲
の
う
へ
」
は
天
皇
の
住
ま
う
内
裏

を
指
し
、
内
裏
の
庭
に
咲
く
菊
が
天
上
の
星
に
見
立
て
ら
れ
、
宇
多
帝
へ
の
賛
辞
と

な
っ
て
い
る
。
左
注
か
ら
は
、
ま
だ
殿
上
を
許
さ
れ
る
身
分
で
は
な
い
の
に
、
特
別

に
天
皇
の
御
前
に
召
さ
れ
、
帝
恩
に
報
い
よ
う
と
す
る
敏
行
の
気
分
の
高
揚
が
読
み

取
ら
れ
る
。

　
鈴
木
日
出
男
氏
は
、
敏
行
と
同
時
代
人
で
あ
る
菅
原
道
真
の
詩
賦
「
霜
菊
詩
」
や

「
未
旦
求
衣
賦
」
を
挙
げ
て
、
宇
多
朝
に
お
い
て
菊
が
「
天
皇
の
威
徳
を
讃
え
る
観

念
」
の
も
と
で
詠
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
注
2
）
。
ま
た
、
敏
行
歌
の
菊
と

星
の
見
立
て
表
現
が
、
嵯
峨
朝
の
漢
詩
文
に
由
来
す
る
こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
『
経
国
集
』
巻
第
十
三
（
雑
詠
三
）
の
嵯
峨
天
皇
「
雑
言
九
日
翫
菊
花
篇
」

に
は
「
緑
葉
雲
布
す
」
「
紫
茎
星
羅
す
」
、
滋
野
善
永
の
応
製
に
は
「
葉
は
雲
の
如
し
、

花
は
星
に
似
る
」
と
い
う
一
節
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
表
現
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に
は
、
類
書
で
あ
る
『
芸
文
類
聚
』
や
『
初
学
記
』
の
「
菊
」
項
に
所
収
の
、
晋
の

盧
謳
「
菊
賦
」
の
「
翠
葉
雲
布
し
、
黄
茎
星
羅
す
」
と
い
う
先
縦
が
あ
る
と
い
う

（
注
3
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
敏
行
歌
に
お
け
る
菊
の
詠
歌
方
法
は
、
漢
詩
文
の
発
想
に
基
づ
い

て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
漢
詩
文
に
お
い
て
は
、
九
月
九
日
の
重
陽
節

に
伴
う
宴
の
場
で
菊
を
詠
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
帝
に
奉
仕
す
る
、
重
陽
詩
と
い
う
形

式
が
あ
る
。
特
に
、
重
陽
を
節
会
と
し
て
定
着
さ
せ
、
ほ
ぼ
毎
年
、
神
泉
苑
で
御
遊

を
兼
ね
た
重
陽
宴
を
開
い
た
嵯
峨
帝
や
、
重
陽
後
朝
宴
を
創
出
し
た
ほ
か
、
数
度
の

菊
の
詩
宴
を
主
催
し
た
宇
多
帝
の
時
代
は
盛
行
期
で
あ
り
、
菊
の
詩
賦
が
数
多
く
生

産
さ
れ
た
。
波
戸
岡
旭
氏
が
、
重
陽
宴
を
通
し
て
、
宇
多
帝
に
嵯
峨
朝
文
化
を
受
け

継
こ
う
と
い
う
意
志
の
あ
っ
た
こ
と
を
説
い
た
と
お
り
（
注
4
）
、
両
朝
の
菊
の
関

連
は
深
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
菊
の
詠
作
現
場
で
あ
る
重
陽
宴
が
、
両
帝
に

よ
っ
て
全
く
違
っ
た
形
に
改
変
さ
れ
、
盛
行
期
に
導
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
さ

れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
嵯
峨
朝
と
宇
多
朝
は
、
菊
の
表
現
史
に
お
い
て
転
換
点
で
あ
る

と
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
先
に
挙
げ
た
嵯
峨
朝
と
宇
多
朝
の
作
品
を
中
心
に
、
両
朝

に
お
け
る
菊
の
違
い
を
、
背
景
に
あ
る
文
章
経
国
思
想
も
射
程
に
入
れ
て
検
討
し
て

い
く
。
そ
し
て
、
敏
行
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
菊
の
喩
義
が
、
宇
多
朝
漢
詩
文
に
お

い
て
発
生
す
る
こ
と
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一、

ｵ
峨
朝
の
菊

は　（
じ　）
め

に

宇
多
朝
の
先
縦
と
な
っ
た
、
嵯
峨
朝
の
重
陽
詩
に
お
け
る
菊
に
つ
い

て
考
え
た
い
。
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
嵯
峨
朝
の
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）

に
編
ま
れ
た
『
凌
雲
集
』
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
の
『
文
華
秀
麗
集
』
、
次
代
の
淳

和
朝
の
天
長
四
年
（
八
二
七
）
に
成
立
し
た
『
経
国
集
』
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
勅
撰

三
集
で
あ
る
。

　
嵯
峨
朝
重
陽
詩
の
特
色
は
、
中
国
の
悲
秋
文
学
の
影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る

（
注
5
）
。
悲
秋
文
学
と
は
、
元
来
、
『
楚
辞
』
の
宋
玉
「
九
弁
」
や
そ
れ
に
続
く

『
文
選
』
の
藩
岳
「
秋
興
賦
」
に
代
表
さ
れ
る
、
秋
の
変
衰
す
る
景
物
に
寄
せ
て
自

ら
の
政
治
的
不
遇
を
託
ち
、
愚
か
な
君
や
俵
臣
を
調
諌
す
る
作
品
群
を
指
す
。
し
か

し
、
晋
代
以
降
は
次
第
に
「
宮
廷
遊
戯
文
学
」
的
に
な
っ
て
い
き
、
単
に
「
抽
象
化

さ
れ
た
、
観
念
的
悲
秋
」
が
政
治
に
携
わ
る
人
間
の
苦
悩
と
し
て
で
は
な
く
「
客
観

的
」
に
描
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
注
6
）
。
嵯
峨
朝
詩
壇
に
お
い
て
受

容
さ
れ
た
の
は
、
主
に
こ
の
晋
代
の
作
風
だ
と
い
う
（
注
7
）
。

　
で
は
、
悲
秋
文
学
の
文
脈
の
も
と
で
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
典
拠
と
さ
れ
て
い
た

『
経
国
集
』
巻
第
十
三
（
雑
詠
三
）
＝
二
八
番
、
嵯
峨
帝
の
「
雑
言
九
日
翫
菊
花
篇
」

と
、
同
一
四
〇
番
の
滋
野
善
永
に
よ
る
応
製
を
解
釈
し
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、
嵯
峨

御
製
の
全
文
を
掲
げ
る

　
　
沢
蓼
号
畏
弩

　
　
瀟
索
号
涼
風

　
　
濠
行
収
分
池
沼
潔

　
　
葎
稻
唄
分
林
葬
空

　
　
菊
之
為
草
号
、

　
　
自
分
独
遅
遇
重
陽

　
　
弱
幹
扶
疎
被
曲
丘

（
注
8
）
。

　
　
　
　
　
け
つ
れ
う
　
　
　
　
び
ん
き
ゆ
う

　
　
　
　
　
　
沢
蓼
た
り
妥
窓
、

　
　
　
　
　
　
薫
索
た
り
涼
風
。

　
　
　
　
　
に
は
た
つ
み
な
が

　
　
　
　
　
　
漂
行
れ
収
ま
り
て
池
沼
潔
し
、

　
　
　
　
　
か
れ
は
や
や
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
葎
梢
に
頭
ち
て
林
芥
空
し
。

寒
花
露
更
芳
　
菊
の
草
た
る
、
寒
花
露
更
に
芳
し
、

　
　
　
　
　
　
自
ら
分
と
す
独
り
遅
く
重
陽
に
遇
ふ
こ
と
を
。

　
　
　
　
　
　
弱
幹
扶
疎
と
し
て
曲
丘
に
被
る
、
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を
引
用
し
て
晩
秋
の
風
景
を
形
作
る
。

雲
ひ
と
つ
な
く
虚
し
く
晴
れ
た
空
の
意
味
で
、

気
清
し
」
に
拠
り
、
三
句
「
漂
行
収
号
池
沼
潔
」

に
溜
ま
っ
た
濁
り
水
が
秋
に
な
っ
て
引
い
て
澄
ん
で
き
た
状
態
を
い
い
、

　
柔
條
娚
郷
影
清
流

　
緑
葉
雲
布
朔
風
潜

　
紫
茎
星
羅
南
雁
羽

　
逸
趣
此
時
開
野
宴

　
登
高
遠
望
坐
花
院

　
翫
菊
花
、
菊
花
韓
黄

　
紛
聴
寂
寂
無
人
見

　
独
携
菊
酒
櫨
情
素

　
　
久
口
幽
栖
少
与
晒

　
　
花
開
花
落
秋
将
暮

　
　
秋
去
秋
来
人
復
故

　
　
人
物
蹉
跣
皆
変
衰

　
　
如
何
仙
菊
笑
東
籠

　
　
看
花
縦
賞
機
事
外

　
　
閑
興
墓
花
令
節
宜

　
　
盈
把
陶
令
、
称
美
鐘
生

　
　
吾
与
二
人
愛
晩
栄

　
　
古
今
人
共
味

　
　
能
除
癌
亦
延
齢

四
句
ま
で
は
「
九
弁
」

　
　
あ
　
だ

柔
條
姻
郷
と
し
て
清
流
に
影
さ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
き
し

緑
葉
雲
布
す
朔
風
の
濤
、

　
　
　
　
　
　
　
つ
ば
さ

紫
茎
星
羅
す
南
鷹
の
羽
。

逸
趣
此
の
時
し
野
宴
を
開
く
、

登
高
遠
望
花
院
に
坐
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
く
わ
う

菊
花
を
翫
ぶ
、
菊
花
鱒
黄
た
り
、

ふ
ん
ば

紛
蕗
寂
寂
と
し
て
人
の
見
る
こ
と
無
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

独
り
菊
酒
を
携
へ
て
情
素
を
濾
ぶ
、

　
　
　
　
　
　
と
も
　
　
か
た

久
し
く
幽
栖
口
与
に
晒
る
こ
と
少
な
し
。

花
開
き
花
落
ち
秋
暮
れ
な
む
と
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

秋
去
り
秋
来
り
人
も
復
故
る
。

　
　
さ
　
た

人
物
蹉
駝
に
し
て
皆
変
衰
す
、

如
何
に
ぞ
仙
菊
東
籐
に
笑
む
は
。

花
を
看
て
縦
賞
す
機
事
の
外
、

　
　
　
　
よ

閑
興
花
を
墓
づ
令
節
宜
し
。

　
　
み

把
に
盈
つ
陶
令
、
美
を
称
ふ
鐘
生
、

吾
と
二
人
と
晩
栄
を
愛
づ
。

古
今
の
人
共
に
味
は
ふ
に
、

　
　
や
ま
ひ
　
　
　
　
　
　
　
よ
は
ひ

能
く
属
を
除
き
亦
齢
を
延
べ
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
句
「
湶
蓼
」
は
、

　
　
　
　
同
作
の
「
沢
蓼
た
り
、
天
高
く
し
て

　
　
　
　
　
は
、
夏
の
雨
に
よ
っ
て
路
上
や
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
作
の

「
濠
を
収
め
て
水
清
し
」
に
拠
る
。
次
に
、
寒
い
中
で
も
咲
き
残
る
菊
の
様
子
を

「
緑
葉
雲
布
」
、
葉
が
雲
の
よ
う
に
広
が
り
、
「
紫
茎
星
羅
」
菊
の
紫
色
の
茎
が
星
の

よ
う
に
連
な
り
並
ん
で
い
る
、
と
表
現
す
る
。
「
菊
酒
」
「
登
高
」
な
ど
重
陽
の
故
事

を
詠
み
込
ん
で
か
ら
、
重
陽
節
に
独
り
き
り
で
菊
を
愛
玩
す
る
我
が
身
と
晩
秋
の
悲

し
さ
を
嘆
じ
る
。
十
九
句
「
変
衰
」
は
変
化
し
て
衰
え
る
意
で
、
「
秋
興
賦
」
が
要

約
し
た
「
九
弁
」
の
主
題
を
表
す
「
善
き
か
な
宋
玉
の
言
に
曰
く
、
悲
し
き
か
な
秋

　
　
　
　
　
　
せ
う
し
つ

の
気
為
る
や
、
臆
悪
と
し
て
草
木
揺
落
し
て
変
衰
し
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
そ
し

て
、
時
が
過
ぎ
人
も
事
物
も
変
化
し
た
な
か
で
、
「
仙
菊
」
時
間
の
流
れ
を
超
越
し

た
仙
花
の
菊
が
、
艶
然
と
咲
き
誇
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
驚
き
と
憧
れ
が
述
べ
ら

れ
る
。
結
び
の
四
句
で
は
重
陽
詩
の
定
石
に
倣
い
、
「
陶
令
」
彰
沢
の
県
令
の
陶
淵

明
や
「
鐘
生
」
魏
の
鐘
会
と
い
っ
た
、
菊
を
愛
し
た
中
国
の
詩
人
を
詠
み
込
む
。

　
作
品
全
体
に
通
底
す
る
の
は
、
た
え
ず
変
化
す
る
悲
秋
の
世
界
に
お
い
て
、
親
し

い
人
々
も
過
ぎ
去
る
な
か
自
ら
も
変
衰
を
抱
え
て
生
き
る
し
か
な
い
、
嵯
峨
帝
の
強

い
孤
独
感
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
嵯
峨
帝
の
賛
え
て
い
る
菊
の
美
質
と
は
、
重
陽
詩
の

原
義
に
適
う
よ
う
な
菊
の
延
命
長
寿
の
効
用
で
は
な
く
、
永
遠
な
る
美
と
、
ほ
か
の

植
物
が
枯
れ
た
後
で
も
臆
す
る
こ
と
な
く
咲
き
続
け
る
、
孤
高
を
貫
く
強
さ
で
あ

る
。
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
菊
は
永
遠
性
や
動
直
の
象
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
臣
下
の
側
の
詠
作
を
み
て
み
よ
う
。
善
永
の
同
一
四
〇
番
「
雑
言
九

日
翫
菊
花
篇
応
製
」
に
は
、
十
一
・
二
句
に
悲
秋
ら
し
き
表
現
が
あ
る
が
、
嵯
峨
御

製
の
よ
う
に
栄
枯
盛
衰
を
歎
く
わ
け
で
は
な
く
、
応
製
詩
ら
し
く
帝
の
用
い
た
典
拠

を
取
り
込
み
つ
つ
長
久
を
奉
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
せ
い

　
　
萎
姜
菊
芳
続
清
潭
　
　
妻
萎
た
る
菊
芳
清
潭
を
緯
…
り
、

　
　
始
有
寒
花
一
鷹
南
　
　
始
め
て
寒
花
有
り
て
一
雁
南
す
。
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岸
色
早
深

　
　
朝
夜
露
余
香

　
　
盈
把
口
随
陶
元
亮

　
　
登
高
欲
訪
費
長
房

　
　
喰
英
閑
作
湘
南
客

　
　
飲
水
延
年
脚
北
郷

　
　
翫
黄
花

　
　
黄
花
無
厭
日
将
斜

　
　
影
入
三
秋
口
宛
浦

　
　
人
伝
往
事
旧
龍
沙

　
　
葉
如
雲
、
花
似
星

　
　
紛
紛
幾
処
満
山
亭

　
　
自
有
心
中
彰
祖
術

　
　
霜
潭
五
美
奉
遽
齢

結
び
二
句
は
、

が
帝
に
長
寿
を
捧
げ
る
、

岸
色
早
く
深
く
、

朝
夜
露
に
余
香
あ
り
。

盈
把
随
は
む
と
す
陶
元
亮
、

登
高
訪
は
む
と
す
費
長
房
。

は
な
　
　
　
　
　
　
　
し
つ
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
ま
ら
ひ
と

英
を
喰
ら
ひ
閑
か
に
作
る
湘
南
の
客
、

　
　
　
よ
は
ひ
　
　
　
　
　
れ
き
ほ
く
　
　
さ
と

水
を
飲
み
年
を
延
ぶ
脚
北
の
郷
。

黄
花
を
翫
ぶ
、

黄
花
厭
ふ
こ
と
無
く
日
斜
め
な
ら
む
と
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ん
ぽ

影
は
入
る
三
秋
口
宛
浦
、

人
は
伝
ふ
往
事
旧
龍
沙
。

葉
は
雲
の
如
し
、
花
は
星
に
似
る
、

紛
紛
と
し
て
幾
処
か
山
亭
に
満
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
は
う
そ

自
つ
か
ら
に
心
中
彰
祖
が
術
有
り
、

霜
潭
の
五
美
遽
齢
を
奉
ら
む
。

　
　
　
　
　
　
「
心
中
」
に
「
彰
祖
術
」
古
代
中
国
の
長
寿
者
の
秘
術
を
も
っ
た
菊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
趣
向
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
、
時

の
推
移
を
表
す
悲
秋
の
景
物
が
挿
入
さ
れ
、
万
物
が
避
け
え
な
い
衰
退
を
菊
だ
け
が

免
れ
る
、
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
対
極
に
あ
る
菊
の
永
遠
性
が
よ
り
引

き
立
つ
。
菊
以
外
の
物
の
枯
れ
衰
え
る
様
子
が
描
か
れ
れ
ば
描
か
れ
る
ほ
ど
、
菊
の

効
用
は
ま
す
ま
す
強
調
さ
れ
、
臣
下
に
と
っ
て
悲
秋
文
学
は
、
従
来
の
重
陽
詩
よ
り

も
強
く
天
皇
へ
の
忠
誠
を
表
明
す
る
た
め
の
方
法
と
な
り
う
る
。

　
こ
こ
で
、
注
目
す
べ
き
は
菊
の
「
五
美
」
の
処
理
で
あ
る
。
「
五
美
」
と
は
、
嵯

峨
御
製
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
「
鐘
生
」
魏
の
鐘
会
の
「
菊
花
賦
」
に
み
え
る
、
菊

の
五
つ
の
美
質
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
第
一
に
「
早
き
に
植
え
晩
き
に
登
る
、
君
子

の
徳
な
り
」
と
、
菊
が
早
く
生
長
し
遅
く
実
る
の
は
君
子
の
徳
を
表
し
て
い
る
、
と

い
う
文
言
が
み
え
る
。
し
か
し
、
「
菊
花
賦
」
に
お
い
て
君
子
の
徳
の
象
徴
で
あ
る

「
五
美
」
が
、
善
永
の
詩
に
お
い
て
は
「
奉
遽
齢
」
と
天
皇
の
長
寿
を
祈
る
表
現
に

回
収
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
菊
の
「
五
美
」
は
長
久
の
象
徴
と
し
て
し
か
機
能
し

て
お
ら
ず
、
嵯
峨
帝
の
徳
が
明
確
に
主
題
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
、

ほ
か
の
悲
秋
的
重
陽
詩
の
う
ち
、
自
覚
的
に
天
皇
の
徳
を
仰
ぐ
例
に
お
い
て
は
、
菊

で
は
な
い
景
物
の
比
喩
表
現
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
証
拠
と
な
ろ
う
。
東
宮
時
代

の
淳
和
帝
の
「
重
陽
節
神
泉
苑
賦
秋
可
哀
応
製
」
に
お
け
る
「
小
臣
常
に
蒲
柳
の
性

　
　
　
　
お
ん
く

あ
る
も
、
恩
胸
…
厳
霜
の
飛
ぶ
こ
と
を
畏
れ
ず
」
と
い
う
一
節
は
、
秋
に
な
る
と
最
初

に
散
る
川
柳
「
蒲
柳
」
が
、
天
子
の
恵
み
で
あ
る
「
恩
照
」
の
あ
つ
さ
の
お
陰
で

「
厳
霜
」
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
典
拠
の
『
論
語
』
や

『
世
説
新
語
』
に
お
い
て
は
、
柳
は
「
松
柏
」
と
対
置
さ
れ
る
（
注
9
）
。
ま
た
、

『
凌
雲
集
』
の
「
九
月
九
日
侍
宴
神
泉
苑
各
賦
一
物
得
秋
柳
応
製
」
に
お
い
て
も
、

　
　
あ
　
　
　
　
　
か
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
く

「
哀
生
れ
て
謝
ら
む
と
す
と
難
も
封
霜
勒
し
、
恩
煎
の
余
未
だ
秋
に
先
だ
た
ず
」
と

同
様
の
発
想
が
み
え
る
。
帝
の
恩
徳
を
賛
え
る
場
合
に
は
、
ま
ず
臣
下
の
脆
弱
さ
を

霜
に
耐
え
き
れ
な
い
柳
に
喩
え
て
か
ら
、
霜
を
解
か
す
「
恩
煎
」
を
景
物
に
置
き
換

え
ず
に
直
接
的
に
述
べ
た
こ
と
が
伺
え
る
（
注
1
0
）
。

　
つ
ま
り
、
重
陽
詩
そ
の
も
の
は
天
皇
賛
美
の
言
説
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
菊
は

永
遠
性
や
天
皇
の
長
寿
の
象
徴
で
あ
る
も
の
の
、
君
子
の
徳
と
い
う
喩
義
は
背
負
っ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
悲
秋
文
学
的
重
陽
詩
に
お
け
る
菊
の
永
遠
性
と

は
、
結
局
の
と
こ
ろ
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
浮
上
す
る
の
が
、
嵯
峨
朝
に

標
榜
さ
れ
た
文
章
経
国
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
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（
一
一
）

　
勅
撰
三
集
に
お
い
て
、
基
本
理
念
と
さ
れ
た
の
が
文
章
経
国
思
想
で
あ
る
。
文
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
ひ

経
国
と
い
う
言
葉
は
、
魏
の
文
帝
（
曹
不
）
の
『
典
論
』
「
論
文
」
の
「
蓋
し
文
章

は
経
国
の
大
業
に
し
て
、
不
朽
の
盛
事
な
り
。
年
寿
は
時
有
り
て
尽
き
、
栄
楽
は
其

の
身
に
止
る
。
二
者
は
必
至
の
常
期
あ
り
、
未
だ
文
章
の
無
窮
な
る
に
若
か
ず
」
と

い
う
一
節
に
よ
る
。
こ
れ
は
、
勅
撰
三
集
の
始
ま
り
を
飾
る
『
凌
雲
集
』
序
文
の
冒

頭
に
掲
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
『
経
国
集
』
に
お
い
て
は
題
名
に
引
用
さ
れ
、
当
集
の
意

義
が
「
経
国
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
た
だ
し
、
典
拠
で
あ
る
曹
　
の
説
に

お
い
て
も
、
そ
れ
を
引
用
し
た
勅
撰
三
集
の
説
に
お
い
て
も
解
釈
が
一
定
せ
ず
、

「
文
章
」
の
政
治
性
や
「
文
章
」
と
国
家
経
営
の
優
先
順
位
、
中
国
の
文
学
観
の
受

容
な
ど
、
主
に
文
学
と
政
治
の
位
置
関
係
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
（
注
1
1
）
。

　
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
そ
の
内
容
に
立
ち
入
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
文
章
経
国

の
、
勅
撰
三
集
の
編
纂
方
針
と
し
て
の
機
能
に
注
目
し
た
い
。
作
品
集
の
個
々
の
作

品
は
、
あ
る
特
定
の
意
図
に
基
づ
い
て
収
集
さ
れ
配
置
さ
れ
て
お
り
、
編
纂
の
際
に

は
新
た
な
意
味
が
付
与
さ
れ
再
生
産
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
悲
秋
文
学
的

な
重
陽
詩
も
、
そ
の
構
成
単
位
で
あ
る
菊
も
例
外
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
の
意
味
と

は
別
の
、
作
品
集
の
編
纂
意
図
に
相
応
し
い
意
味
が
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
『
凌
雲
集
』
序
に
お
け
る
文
章
経
国
の
揚
言
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
臣
琴
守
言
す
。
魏
の
文
帝
日
へ
る
あ
り
、
文
章
は
経
国
の
大
業
に
し
て
、
不
朽

　
　
の
盛
事
な
り
。
年
寿
は
時
あ
り
て
尽
き
、
栄
楽
は
其
の
身
に
止
ま
る
と
。
信
な

　
　
る
か
な
。
…
…
光
陰
の
暮
れ
易
き
こ
と
を
歎
き
、
斯
文
の
将
に
墜
ち
な
む
と
す

　
　
る
こ
と
を
階
し
み
た
ま
ふ
。

人
間
の
寿
命
や
栄
光
が
限
ら
れ
て
い
る
の
と
対
照
的
な
、
文
学
の
不
朽
性
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。
「
光
陰
の
」
以
降
は
、
時
の
推
移
や
文
学
作
品
の
散
逸
を
嵯
峨
帝
が

歎
き
惜
し
ん
だ
た
め
に
当
集
が
編
纂
さ
れ
た
、
と
い
う
内
容
な
の
で
、
文
章
経
国
説

が
当
代
の
詩
賦
や
名
声
を
後
世
に
残
す
と
い
う
目
的
に
援
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
『
経
国
集
』
に
お
い
て
も
同
様
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ

　
　
夫
れ
貧
賎
な
る
と
き
に
は
則
ち
飢
寒
を
囁
る
、
富
貴
な
る
と
き
に
は
則
ち
逸
楽

　
　
ほ
し
き
ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ
を
し
　
わ
す

　
　
を
流
に
す
。
遂
に
目
前
の
務
を
営
み
て
、
千
載
の
功
を
遺
る
。
是
を
以
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
あ
ら
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
古
の
作
者
は
、
身
を
翰
墨
に
寄
せ
、
意
を
篇
籍
に
見
し
、
飛
馳
の
勢
に
託
か
ず

　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か

　
　
し
て
、
声
名
自
ら
に
後
に
伝
は
る
。

と
い
う
文
言
が
み
え
る
。
前
半
は
一
般
論
と
し
て
、
「
千
載
之
功
」
千
年
後
ま
で
残

る
業
績
で
あ
る
文
学
を
忘
れ
、
目
先
の
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
の
み
に
陥
り
や
す
い
様

を
描
く
。
後
半
は
そ
れ
と
対
照
的
な
古
代
中
国
の
作
家
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
翰
墨
」

は
筆
と
墨
、
「
篇
籍
」
は
書
物
で
、
「
飛
馳
之
勢
」
権
勢
者
に
も
頼
ら
ず
文
学
に
従
事

し
た
結
果
、
そ
の
文
学
上
の
名
声
は
後
世
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
文
学

が
「
千
載
之
功
」
と
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
後
世
に
ま
で
名
が
残
る
作
家
が
模
範
と
さ

れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
文
学
の
永
遠
性
に
価
値
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が

い
。
序
文
の
結
び
近
く
に
お
い
て
も
、
「
…
名
づ
け
て
『
経
国
集
』
と
日
ふ
。
翼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
か

く
は
日
月
と
映
え
て
長
く
懸
か
り
、
鬼
神
と
争
ひ
て
奥
く
あ
ら
む
こ
と
を
」
と
、

『
経
国
集
』
が
日
や
月
と
と
も
に
永
遠
に
輝
い
て
ほ
し
い
、
「
鬼
神
」
精
霊
な
ど
の
人

知
を
超
え
た
も
の
と
競
う
ほ
ど
奥
深
く
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
集
の
聖
典
化
が
強
く
祈

念
さ
れ
て
い
る
。

　
編
纂
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
作
品
集
が
時
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
う

の
は
当
然
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
永
遠
性
へ
の
強
い
希
求
の
基
底
に
は
、
『
典
論
』

「
論
文
」
の
「
文
章
は
経
国
の
大
業
に
し
て
、
不
朽
の
盛
事
な
り
」
と
い
う
揚
言
が
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あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
勅
撰
集
の
編
纂
に
嵯
峨
天
皇
の
文
章
経
国
の
理

想
の
実
践
を
み
る
な
ら
ば
（
注
1
2
）
、
文
学
の
永
遠
性
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
す
る
こ

と
で
、
当
集
こ
そ
が
後
代
に
残
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
国
家
経
営
と
一
体
化
し
た
理

想
の
文
学
作
品
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
当
代
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
文
治
政
治
が

成
功
を
収
め
た
こ
と
を
、
後
の
世
に
喧
伝
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。　

た
だ
し
、
勅
撰
三
集
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
『
経
国
集
』
成
立
の
背
景
に
は
、

弘
仁
末
期
に
飢
饒
や
水
旱
に
よ
り
政
治
的
危
機
を
迎
え
た
嵯
峨
天
皇
の
退
位
が
あ
っ

た
。
奢
修
的
な
文
事
が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
る
と
同
時
に
、
文
化
政
策
だ
け
で
は

立
ち
行
か
な
い
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
文
学
の
経
国
的
な
部
分
が
こ
と
さ
ら
に
強

調
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
な
か
で
『
経
国
集
』
は
、
ま
さ
に
「
過
ぎ
ゆ
こ
う
と
し
て

い
る
嵯
峨
朝
の
文
運
隆
盛
時
代
を
記
念
」
す
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
注

1
3
）
。
な
ら
ば
、
『
経
国
集
』
と
い
う
金
字
塔
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

嵯
峨
朝
は
後
の
文
運
の
騎
り
を
迎
え
た
時
代
か
ら
、
手
本
と
さ
れ
る
べ
き
漢
詩
文
隆

盛
の
御
代
と
し
て
仰
ぎ
見
ら
れ
、
嵯
峨
帝
は
文
雅
の
発
展
に
努
め
た
理
想
の
王
者
と

し
て
絶
対
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
で
は
、
嵯
峨
朝
の
重
陽
詩
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
文

華
秀
麗
集
』
序
文
に
は
、
「
鳳
抜
の
廣
章
、
龍
聞
の
令
製
、
別
に
論
旨
を
降
す
、
傭

し
て
標
峡
を
同
じ
く
す
と
難
も
、
天
尊
く
、
地
卑
く
、
君
唱
へ
臣
和
ふ
」
、
尊
貴
な

る
帝
の
作
品
も
下
賎
な
る
臣
下
の
作
品
も
ひ
と
つ
の
集
に
収
め
ら
れ
る
が
、
帝
が
う

た
い
臣
下
が
応
じ
る
こ
と
で
天
地
人
の
調
和
が
は
か
ら
れ
る
、
と
い
う
趣
旨
の
一
節

が
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
嵯
峨
帝
と
官
人
た
ち
は
詩
宴
の
場
に
お
い
て
唱
和
す
る

こ
と
を
通
じ
て
観
念
を
同
じ
く
し
、
ま
た
、
詩
の
世
界
の
上
に
俗
世
間
か
ら
遊
離
し

た
王
道
政
治
の
理
想
郷
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
注
1
4
）
。
そ
し
て
、
重
陽
宴

は
詩
宴
の
な
か
で
も
規
模
が
大
き
い
と
同
時
に
、
節
会
に
伴
っ
て
ほ
ぼ
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
、
嵯
峨
朝
に
お
い
て
詩
が
最
も
多
く
生
産
さ
れ
た
場
だ
と
い
え
る
。
加
え

て
、
重
陽
に
お
け
る
天
皇
の
延
命
長
寿
と
い
う
主
題
が
君
臣
間
で
繰
り
返
し
う
た
わ

れ
深
め
ら
れ
て
お
り
、
帝
に
奉
仕
す
る
意
味
合
い
が
強
い
こ
と
か
ら
、
君
臣
和
楽
の

主
な
実
践
の
場
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
最
大
の
詩
宴
で
あ
っ
た
重
陽

詩
宴
で
詠
ま
れ
た
詩
賦
の
数
々
も
、
君
臣
和
楽
の
黄
金
時
代
を
象
徴
す
る
作
品
と
し

て
理
想
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
な
ら
ば
、
重
陽
詩
に
お
け
る
菊
の
意
味
は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
嵯
峨
朝
の
文
章
経
国
思
想
を
確
認
し
て
き
た
の
は
、
悲
秋
文
学
的
な
重
陽

詩
に
お
け
る
菊
の
永
遠
性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
、
勅
撰
三
集
に
お
け
る
本
集
こ
そ
が

後
代
に
残
る
不
朽
の
文
学
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
、
対
応
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
先
に
、
悲
秋
文
学
的
な
重
陽
詩
に
お
け
る
菊
に
は
、
も
と
も
と
重
陽
節
会
の
主
題

で
あ
っ
た
天
皇
の
延
命
長
寿
、
あ
る
い
は
不
老
不
死
を
も
た
ら
す
仙
人
の
花
と
い
う

意
味
が
あ
る
こ
と
、
加
え
て
、
悲
秋
文
学
の
文
脈
に
お
け
る
、
万
物
が
避
け
る
こ
と

の
で
き
な
い
時
の
推
移
や
事
物
の
変
衰
に
抵
抗
し
永
遠
に
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
花
と

い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
個
々
の
作
品
が
『
経
国
集
』
の
編

纂
の
意
図
の
も
と
に
集
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
、
菊
は
嵯
峨
朝
の
文
章
経

国
思
想
の
最
も
簡
単
で
、
か
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
強
い
宣
伝
材
料
に
な
る
の
で
あ

る
。
編
纂
の
出
発
点
に
は
嵯
峨
譲
位
に
伴
う
文
運
退
潮
が
あ
り
、
重
要
視
さ
れ
て
い

た
文
学
の
永
遠
性
や
、
嵯
峨
朝
の
文
学
空
間
の
永
続
あ
る
い
は
再
興
へ
の
諦
め
が
あ

る
。
だ
か
ら
か
え
っ
て
嵯
峨
朝
が
漢
詩
文
隆
盛
の
聖
代
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
時
代
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に
編
ま
れ
た
文
学
作
品
こ
そ
が
不
朽
性
を
も
つ
こ
と
が
強
く
主
張
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
嵯
峨
朝
の
文
化
政
策
で
あ
る
「
君
臣
和
楽
」
が
重
視
さ
れ
る
な
ら
ば
、
重
陽
詩

は
理
想
的
な
君
臣
唱
和
詩
、
す
な
わ
ち
文
章
経
国
思
想
に
基
づ
く
永
遠
性
を
も
っ
た

文
学
の
最
た
る
も
の
と
し
て
追
認
さ
れ
、
絶
対
化
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
重
陽
詩
の
上

に
形
成
さ
れ
た
観
念
世
界
に
お
い
て
、
菊
は
、
時
間
の
流
れ
に
打
ち
勝
つ
花
と
し

て
、
文
化
の
衰
退
や
漢
詩
文
の
地
位
の
凋
落
と
い
う
現
状
を
打
開
し
、
天
皇
に
延
命

長
寿
を
約
束
し
た
よ
う
に
、
文
学
に
永
遠
性
を
与
え
、
嵯
峨
朝
の
文
章
経
国
思
想
の

永
続
を
も
た
ら
す
呪
物
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
菊
の
象
徴
的
意
味
を
汲
み
取
り
、
嵯
峨
朝
の
文
章
経
国
思
想
を
再

現
し
て
自
ら
の
政
治
戦
略
に
利
用
し
た
の
が
、
宇
多
天
皇
で
あ
っ
た
。

二
、
宇
多
朝
の
菊

　
（
一
）

　
宇
多
天
皇
に
よ
る
文
章
経
国
思
想
の
実
践
と
目
さ
れ
る
の
が
、
寛
平
二
年
（
八
九

〇
）
閏
九
月
十
二
日
の
宇
多
帝
と
十
二
人
の
儒
者
に
よ
る
詩
作
の
場
で
あ
る
。
当
日

の
様
子
は
『
日
本
紀
略
』
に
「
儒
士
を
禁
中
に
召
し
、
未
旦
求
衣
賦
、
霜
菊
詩
等
を

賦
さ
し
む
」
と
記
録
さ
れ
、
菅
原
道
真
の
詠
作
で
あ
る
「
未
旦
求
衣
賦
、
霜
菊
詩
等
」

は
『
菅
家
文
草
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
霜
菊
詩
」
（
『
菅
家
文
草
』
四
・

三
二
。
注
1
5
）
に
お
い
て
、
菊
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
か
み
て
い
き
た
い
。

　
　
　
霜
菊
詩
。
　
同
じ
き
日
の
序
、
井
せ
て
未
旦
求
衣
賦
は
別
巻
に
在
り
。

　
　
粛
気
凝
菊
堰
　
　
粛
気
　
菊
堰
に
凝
る

　
　
烈
朶
帯
寒
霜
　
　
烈
朶
　
寒
霜
を
帯
ぶ

　
　
結
取
三
危
色
　
　
結
び
取
る
　
三
危
の
色

三

鱈
将
五
美
香

逼
簾
金
砕
錬

依
醐
厨
穿
嚢

時
報
豊
山
警

風
伝
麗
水
芳

似
星
籠
薄
霧

同
粉
映
残
粧

戴
白
知
貞
節

深
秋
不
畏
涼

・
二
句
で
、

り
て
い
る
様
が
詠
ま
れ
、

菊
は
御
簾
の
近
く
で

は
、
禁
庭
の
敷
石
の
近
く
で
厨
香
の
袋
に
穴
を
あ
け
た
よ
う
に
濃
密
で
あ
る
。

て
、
故
事
の
引
用
に
よ
っ
て
中
国
の
風
景
が
描
写
さ
れ
る
。

告
げ
る
「
豊
山
」
の
鐘
が
響
き
渡
り
、

風
に
の
っ
て
伝
わ
っ
て
く
る
と
い
う

霜
の
生
じ
た
菊
を

性
の
顔
に
見
立
て
る
。

製
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
。

　
結
び
に
は
、
道
真
が
帝
に
忠
誠
を
尽
く
し
廷
臣
と
し
て
生
き
て
い
く
覚
悟
が
述
べ

ら
れ
る
。
文
意
は
、
霜
に
耐
え
て
美
し
く
咲
く
菊
か
ら
「
貞
節
」
を
学
ん
だ
の
で
、

晩
秋
の
厳
し
い
寒
さ
も
恐
る
る
に
足
り
な
い
、
と
な
る
。
嵯
峨
朝
に
お
け
る
東
宮
時

代
の
淳
和
の
作
品
に
も
み
え
る
、
脆
弱
な
私
が
厳
し
い
寒
さ
を
耐
え
抜
け
る
の
は
帝

　
　
　
つ
つ
　
　
　
と

　
　
　
翰
み
将
る
　
五
美
の
香

　
　
　
簾
に
逼
り
て
　
金
　
砕
錬
す

　
　
　
醐
に
依
り
て
　
爵
　
嚢
を
穿
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
時
に
豊
山
の
警
め
を
報
ぐ

　
　
　
風
は
麗
水
の
芳
し
き
を
伝
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と

　
　
　
星
の
薄
き
霧
に
籠
れ
る
が
似
し

　
　
は
ふ
に
　
　
　
　
　
　
　
よ
そ
ほ

　
　
　
粉
の
残
ん
の
粧
ひ
に
映
れ
る
に
同
し

　
　
　
白
き
を
戴
き
て
　
貞
節
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
や
や
け

　
　
　
秋
深
く
し
て
　
涼
き
を
畏
り
ず

秋
の
冷
気
が
菊
の
畝
に
凝
り
固
ま
り
、
清
例
な
菊
花
の
枝
に
霜
が
降

　
　
　
　
五
・
六
句
で
舞
台
が
内
裏
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。

　
　
「
砕
錬
」
さ
れ
た
「
金
」
の
よ
う
に
目
映
く
、
ま
た
そ
の
香
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
に
霜
の
降
り
る
夜
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
の
流
れ
込
ん
で
い
る
「
麗
水
」
の
芳
香
が

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
6
）
。
そ
し
て
、
九
・
十
句
に
お
い
て
、

　
「
薄
霧
」
の
か
か
っ
た
「
星
」
や
、
白
粉
の
わ
ず
か
に
残
っ
た
女

　
　
　
菊
と
星
の
比
喩
は
、
先
に
挙
げ
た
嵯
峨
御
製
や
滋
野
並
目
氷
応
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の
恩
恵
が
あ
っ
て
こ
そ
、
と
い
う
、
天
皇
を
賛
美
す
る
表
現
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

「
貞
節
」
な
る
菊
に
は
、
天
皇
へ
の
忠
誠
を
誓
い
王
道
政
治
を
支
え
る
臣
下
と
い
う

意
味
が
託
さ
れ
て
い
る
。
淳
和
の
作
で
は
、
秋
に
な
る
と
最
初
に
散
っ
て
し
ま
う

「
蒲
柳
」
し
か
提
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
道
真
の
作
に
お
い
て
は
、
帝

へ
の
忠
誠
の
証
し
が
、
晩
秋
に
な
っ
て
霜
を
た
た
え
て
も
変
わ
ら
ず
咲
き
続
け
る
菊

に
具
象
化
さ
れ
て
い
る
。
宇
多
朝
の
菊
に
は
、
嵯
峨
朝
の
菊
に
は
な
か
っ
た
王
道
政

治
の
象
徴
、
ひ
い
て
は
皇
威
の
象
徴
と
い
う
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
詩
と
と
も
に
詠
ま
れ
た
「
未
旦
衣
求
賦
」
（
七
・
五
↓
六
）
の
序
文
に
は
、

作
詠
に
先
立
ち
宇
多
天
皇
が
群
臣
に
説
い
た
詩
賦
の
心
得
が
み
え
る
。

　
　
み
こ
と
の
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
勅
あ
り
て
曰
は
く
、
「
賦
は
古
詩
の
流
な
り
、
詩
は
蓋
し
志
の
之
く
所
な
り
。

　
　
お
の
お
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
ぶ
さ

　
　
各
一
篇
を
献
じ
て
、
具
に
汝
が
志
を
言
へ
。
詩
と
云
ひ
賦
と
云
ひ
、
一
文
↓

　
　
字
も
、
其
の
興
を
風
雲
に
す
べ
か
ら
ず
、
そ
の
詞
を
河
漢
に
す
べ
か
ら
ず
。
未

　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
り
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
だ
旦
け
ざ
る
に
衣
を
求
む
と
は
、
人
主
の
政
を
思
ふ
道
を
陳
べ
し
め
ん
と
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
こ
こ
ろ

　
　
ふ
な
り
。
寒
霜
晩
菊
と
は
、
人
臣
貞
を
履
む
情
を
叙
べ
し
め
ん
と
欲
ふ
な
り
」

　
　
と
の
た
ま
ふ
。

勅
の
前
半
の
「
賦
は
」
で
始
ま
る
一
節
は
、
卜
子
夏
の
「
毛
詩
」
大
序
（
『
詩
経
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
ひ
と

大
序
）
に
影
響
を
受
け
た
、
班
固
の
「
両
都
賦
序
」
の
「
或
曰
く
、
賦
は
古
詩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ

流
れ
な
り
と
。
昔
、
成
康
没
し
て
頬
声
寝
み
、
王
沢
蜴
き
て
詩
作
ら
ず
」
に
基
づ

く
。
「
賦
」
は
、
「
毛
詩
」
大
序
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
詩
の
六
義
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

詩
は
為
政
者
に
と
っ
て
は
民
衆
を
教
化
し
、
民
衆
に
と
っ
て
は
為
政
者
を
課
諫
す
る

た
め
の
文
章
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
「
賦
」
は
直
叙
の
文
体

を
指
す
。
「
両
都
賦
序
」
の
趣
旨
は
、
「
賦
」
が
「
古
詩
」
す
な
わ
ち
『
詩
経
』
の
詩

か
ら
発
生
し
た
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
「
成
康
」
武
王
の
子
で

あ
る
成
王
と
そ
の
子
の
康
王
が
没
し
て
、
「
王
沢
」
王
の
恩
恵
が
尽
き
て
「
古
詩
」

が
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
継
承
す
る
の
が
漢
代
の
「
賦
」
、
す
な
わ
ち
漢

代
こ
そ
が
理
想
的
な
王
の
御
世
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
毛
詩
」

大
序
は
「
詩
は
志
の
之
く
所
な
り
。
心
に
在
る
を
志
と
為
し
、
言
に
発
す
る
を
詩
と

為
す
」
と
、
「
志
」
を
言
葉
に
し
て
表
し
た
も
の
が
「
詩
」
だ
と
定
義
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
帝
王
の
賛
仰
に
直
結
す
る
詩
賦
論
の
典
拠
を
ふ
ま
え
た
上
で
、

詩
賦
の
一
字
一
句
た
り
と
も
「
風
雲
」
や
「
河
漢
」
の
よ
う
な
実
体
の
な
い
も
の
の

た
め
に
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
理
想
の
王
政
、
す
な
わ
ち
宇
多
帝
の
親
政
を
賛
仰

す
る
た
め
に
使
う
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
当
日
の
賦
題
の
「
未

旦
求
衣
」
に
つ
い
て
は
、
天
子
の
政
道
に
心
を
砕
く
様
子
を
詠
む
べ
き
で
あ
り
、
詩

題
の
「
寒
霜
晩
菊
」
に
つ
い
て
は
、
廷
臣
が
帝
に
抱
く
忠
義
の
気
持
ち
を
述
べ
る
べ

き
だ
と
い
う
、
政
教
主
義
的
な
文
学
論
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
賦
の
題
名
で
も
あ
る
「
未
旦
求
衣
」
は
、
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
に

宇
多
帝
が
譲
位
す
る
際
に
敦
仁
親
王
（
の
ち
の
醍
醐
天
皇
）
に
与
え
た
訓
誠
書
、

『
寛
平
御
遺
誠
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
現
存
の
『
寛
平
御
遺
誠
』
に
は
実
際
の

行
政
上
の
注
意
点
を
挙
げ
る
条
が
多
い
が
、
こ
の
条
は
め
ず
ら
し
く
観
念
的
で
あ

り
、
帝
が
普
段
か
ら
好
ん
で
使
っ
て
い
た
親
政
に
対
す
る
理
念
そ
の
も
の
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
（
注
1
7
）
。

　
　
朕
聞
く
な
ら
く
、
未
だ
旦
け
ざ
る
に
衣
を
求
む
る
の
勤
は
、
日
ご
と
に
服
を
整

　
　
　
　
く
わ
ん
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は

　
　
へ
、
盟
漱
し
て
神
を
拝
す
。
ま
た
近
く
に
公
卿
を
喚
び
て
、
議
し
沿
す
こ
と

　
　
あ
れ
ば
、
治
術
を
訪
ふ
。
夕
に
は
本
の
座
に
還
り
て
、
侍
臣
を
招
き
召
し
て
、

　
　
六
経
の
疑
は
し
き
こ
と
を
求
む
。
聖
哲
の
君
は
、
必
ず
し
も
補
佐
に
よ
り
て
も

　
　
て
事
を
治
む
。
華
夷
寡
小
の
人
、
何
ぞ
賢
士
な
か
ら
む
。
感
を
も
て
徹
を
救
は
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む
。
事
疑
を
持
つ
こ
と
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
推
し
量
り
て
も
て
決
す
べ
し
と
き

　
　
け
り
。
新
君
慎
め
。

「
未
旦
求
衣
」
は
『
漢
書
』
「
雛
陽
伝
」
の
「
始
め
孝
文
皇
、
帝
の
関
に
拠
り
て
入
り

て
立
つ
や
、
心
を
寒
く
し
志
を
錆
し
て
、
明
け
ざ
る
に
衣
を
求
む
」
の
引
用
で
あ

る
。
文
帝
が
関
内
に
立
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
国
難
の
多
さ
に
ぞ
っ
と
し
て
、
夜
明
け

前
か
ら
上
衣
を
着
て
政
治
に
励
ん
だ
と
い
う
。

　
宇
多
が
理
想
の
帝
王
像
と
す
る
の
は
、
中
国
の
典
例
に
鑑
み
て
自
分
の
政
治
に
不

審
な
点
、
反
省
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
些
細
な
こ
と
で
も
下
問
す
る
よ
う

な
、
政
道
に
熱
心
な
聖
君
子
で
あ
る
。
そ
し
て
、
理
想
の
政
治
と
は
、
そ
の
よ
う
な

君
と
君
を
補
佐
し
諫
言
す
る
臣
下
と
の
連
係
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
い
う
。
そ
れ
が
、

『
寛
平
御
遺
誠
』
に
お
い
て
は
、
新
帝
醍
醐
も
常
に
道
真
の
意
見
に
従
っ
て
政
治
を

進
め
ろ
、
と
い
う
文
脈
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
『
御
遺
誠
』
の
新
帝
に
政

治
の
指
針
を
示
す
と
い
う
性
質
を
除
外
し
た
と
し
て
も
、
寛
平
二
年
の
詩
序
に
み
え

る
宇
多
帝
の
政
治
理
念
が
基
本
的
に
は
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
道
真
が
宇
多

の
政
治
理
念
の
実
現
に
地
道
に
貢
献
し
て
き
た
様
子
が
伺
え
る
。
と
い
う
よ
り
も
、

七
年
前
の
宴
お
け
る
忠
誠
の
誓
い
が
、
二
人
の
政
治
の
始
ま
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
二
）

　
寛
平
二
年
閏
九
月
十
二
日
の
集
会
の
意
味
を
、
当
時
の
政
治
状
況
と
会
の
形
態
と

い
う
二
点
か
ら
考
察
し
た
い
。

　
寛
平
二
年
と
い
え
ば
、
道
真
が
前
任
地
の
讃
岐
か
ら
帰
京
し
た
年
で
あ
る
。
式
部

少
輔
・
文
章
博
士
・
加
賀
権
守
で
あ
っ
た
道
真
は
、
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
に
讃
岐

守
に
任
官
さ
れ
て
当
地
に
下
っ
た
。
こ
れ
を
左
遷
と
受
け
止
め
て
い
た
こ
と
は
、
客

居
を
嘆
く
詩
作
の
数
々
に
伺
え
る
。
そ
し
て
、
翌
三
年
に
始
ま
っ
た
阿
衡
の
紛
議
に

お
い
て
、
道
真
は
在
京
の
学
儒
が
こ
ぞ
っ
て
摂
関
家
の
藤
原
基
経
に
へ
つ
ら
い
橘
広

相
を
窮
地
に
陥
れ
た
こ
と
に
憤
り
、
岳
父
の
島
田
忠
臣
に
「
天
下
の
詩
人
京
に
在
る

　
　
ま
れ

こ
と
少
ら
な
り
。
況
む
や
み
な
阿
衡
を
論
ず
る
に
疲
れ
倦
み
に
た
ら
む
や
」
（
「
憶
諸

詩
友
、
兼
奉
寄
前
濃
州
田
別
駕
」
四
・
二
六
三
）
と
書
き
送
る
。
だ
が
同
四
年
十
月
、

広
相
が
罪
に
問
わ
れ
る
に
及
ぶ
と
、
道
真
は
基
経
に
「
奉
昭
宣
公
書
」
を
上
表
し
、

文
章
道
に
お
け
る
断
章
取
義
は
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
、
「
阿
衡
」
の
職
掌
の
有
無

を
問
う
こ
と
は
無
意
味
で
あ
り
、
ま
し
て
や
宇
多
の
学
問
の
師
で
親
族
で
も
あ
る
広

相
の
怨
み
を
か
う
こ
と
は
藤
原
氏
の
た
め
に
好
ま
し
く
な
い
と
断
じ
た
。
し
か
し
結

局
の
と
こ
ろ
、
事
態
は
、
基
経
の
娘
温
子
が
宇
多
の
も
と
に
女
御
と
し
て
入
内
す
る

こ
と
で
収
拾
し
た
と
い
う
。

　
そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
て
、
寛
平
二
年
、
京
に
戻
っ
た
道
真
は
宇
多
帝
に
所
望

さ
れ
て
宮
中
の
詩
宴
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
道
真
は
分
付
受
領
が
済
ん
で
お
ら

ず
讃
岐
よ
り
放
還
さ
れ
な
い
う
ち
に
帰
京
し
た
の
で
、
式
部
省
に
よ
る
重
陽
宴
の
出

席
簿
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宇
多
の
計
ら
い
に
よ
り
別
勅
に
て
招
待
さ

れ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
前
に
、
道
真
は
三
月
三
日
の
曲
水
宴
に
も
招
か
れ
て
い
る
。

「
三
月
三
日
侍
雅
院
賜
侍
臣
曲
水
飲
応
製
」
（
四
・
三
二
四
）
に
は
、
「
四
時
王
沢
を

歌
は
む
こ
と
を
廃
め
ず
。
長
く
詩
臣
の
外
臣
た
ら
む
こ
と
を
断
た
む
」
と
、
永
久
に

帝
の
も
と
で
「
王
沢
」
詩
を
詠
じ
る
「
詩
臣
」
た
ら
ん
こ
と
の
誓
い
と
歓
喜
を
謳
い

上
げ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
比
べ
て
九
月
九
日
の
詠
に
は
さ
す
が
に
謙
遜
が
先
立
っ

て
い
る
が
、
閏
九
月
十
二
日
に
は
、
「
詩
臣
」
と
し
て
宇
多
帝
の
要
請
に
応
え
「
未

旦
求
衣
賦
」
と
い
う
荘
重
な
「
王
沢
」
の
賦
を
詠
ん
だ
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
こ
ろ
の
道
真
の
政
治
へ
の
姿
勢
を
、
藤
原
克
己
氏
は
「
未
旦
求
衣
賦
」
と
同
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時
期
に
詠
ま
れ
た
『
荘
子
』
適
遥
遊
篇
を
素
材
と
す
る
作
品
群
「
北
漠
章
」
「
小
知

章
」
「
尭
譲
章
」
（
四
・
三
三
三
～
三
三
五
）
か
ら
考
察
し
、
「
迫
遥
一
致
思
想
」
は

「
そ
れ
が
天
分
で
あ
る
な
ら
ば
、
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
も
ま
た
「
適
遥
」
で
あ
り

「
無
為
」
で
あ
る
」
と
い
う
解
釈
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
迫
遥
遊

篇
に
基
づ
く
三
作
品
は
、
帰
京
し
た
ば
か
り
の
道
真
が
こ
れ
か
ら
厳
し
い
中
央
の
政

治
界
で
生
き
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
「
適
遥
一
致
思
想
」
の
う
ち
に
「
そ
の
精
神
の

自
由
と
安
定
の
よ
す
が
を
模
索
し
た
」
過
程
を
表
し
て
い
る
と
い
う
（
注
1
8
）
。

　
加
え
て
、
寛
平
工
年
と
い
え
ぱ
、
宇
多
が
本
格
的
に
政
治
に
着
手
し
始
め
る
年
、

つ
ま
り
関
白
藤
原
基
経
が
亡
く
な
る
年
の
前
年
で
あ
る
。
宇
多
は
即
位
し
て
三
年
経

過
し
て
も
な
お
、
基
経
を
揮
っ
て
清
涼
殿
で
な
く
東
宮
御
所
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の

反
面
、
寛
平
元
年
（
八
八
九
）
に
は
正
月
の
男
踏
歌
、
相
撲
の
節
会
、
十
一
月
の
賀

茂
臨
時
祭
、
翌
二
年
（
八
九
〇
）
に
は
元
日
の
四
方
拝
を
復
活
さ
せ
、
民
間
で
行
わ

れ
た
五
節
供
を
導
入
す
る
な
ど
着
々
と
朝
儀
を
整
え
て
い
る
。
後
か
ら
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
、
宇
多
の
親
政
へ
の
意
欲
が
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。

　
宇
多
に
は
、
こ
れ
か
ら
儒
教
的
理
想
に
則
っ
た
親
政
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、

側
近
と
な
る
儒
者
集
団
と
結
束
を
深
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
手
本
と
な
っ
た
の

が
、
詩
作
を
通
し
て
天
皇
と
文
人
が
観
念
的
共
同
体
を
形
成
し
て
い
た
嵯
峨
朝
文
壇

で
あ
り
、
か
つ
嵯
峨
天
皇
の
政
治
形
態
で
あ
っ
た
。
十
二
日
に
内
裏
で
行
わ
れ
た
の

は
、
宇
多
を
中
心
と
し
た
新
た
な
共
同
体
を
作
る
た
め
の
試
み
で
あ
り
、
詩
賦
は
誓

い
の
場
で
な
さ
れ
た
事
実
上
の
決
意
表
明
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
帰
京

以
来
道
真
は
、
親
政
と
い
う
理
想
を
謳
い
上
げ
る
「
王
沢
」
の
「
詩
臣
」
と
い
う
立

場
を
取
っ
て
き
た
が
、
閏
九
月
十
二
日
の
宇
多
の
招
待
を
受
け
詩
賦
に
よ
っ
て

「
志
」
を
述
べ
る
こ
と
を
契
機
に
宇
多
の
思
想
に
連
な
り
、
現
実
世
界
に
お
い
て
政

治
に
貢
献
し
て
い
く
決
意
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
次
に
集
会
の
形
態
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
寛
平
二
年
に
は
通
常
の
九

月
九
日
の
重
陽
宴
の
ほ
か
に
、
十
日
の
後
朝
宴
、
閏
九
月
十
二
日
、
二
十
九
日
と
、

全
部
で
四
回
も
の
菊
に
関
す
る
詩
作
の
集
い
が
催
さ
れ
て
い
る
。
重
陽
宴
と
は
別
に

後
朝
宴
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
閏
九
月
十
二
日
と
二
十
九
日
に
お
い
て
も
菊

の
詩
が
み
え
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
閏
九
月
十
二
日
の
詩
作
の
会
は
、
天
皇
の
招

き
で
禁
中
に
臣
下
が
参
集
し
詩
賦
を
詠
じ
て
い
る
が
、
宮
廷
行
事
に
伴
う
公
式
の
詩

宴
、
あ
る
い
は
遊
宴
と
い
う
形
式
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
で
作
ら
れ
た
道
真

の
「
霜
菊
詩
」
は
重
陽
宴
に
お
け
る
作
品
と
酷
似
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
開
催
時

期
は
閏
九
月
で
あ
り
、
正
式
な
重
陽
宴
の
行
わ
れ
る
九
月
九
日
か
ら
遅
れ
る
こ
と
ほ

ぼ
一
ヶ
月
で
あ
っ
て
、
素
材
の
菊
が
「
霜
菊
」
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
重
陽
宴

な
ら
ば
天
皇
と
臣
下
が
詩
を
唱
和
す
る
の
で
臣
下
の
作
品
は
応
製
詩
で
あ
る
は
ず
だ

が
、
題
の
下
に
「
応
製
」
の
文
言
は
な
い
。
以
上
の
違
い
を
踏
ま
え
た
上
で
、
閏
九

月
十
二
日
の
集
会
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

　
宇
多
帝
の
主
催
し
た
菊
の
集
い
は
、
重
陽
宴
が
ほ
ぼ
毎
年
行
わ
れ
た
ほ
か
に
、
後

朝
宴
が
寛
平
元
年
、
二
、
三
、
六
、
七
、
八
年
と
あ
り
、
そ
し
て
、
譲
位
し
た
年
で

あ
る
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
か
ら
は
場
所
を
朱
雀
院
に
移
し
て
、
醍
醐
帝
主
催
の
紫

震
殿
に
お
け
る
重
陽
宴
と
張
り
合
う
よ
う
に
重
陽
後
朝
宴
を
開
い
て
い
る
。
寛
平
九

年
、
昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
、
三
年
と
ほ
ぼ
連
続
し
て
い
る
が
、
道
真
左
遷
の
あ
っ

た
延
喜
元
年
（
九
〇
一
）
か
ら
は
暫
く
な
く
、
延
喜
六
年
と
七
年
に
開
催
さ
れ
て
い

る
。
や
は
り
、
そ
の
殆
ど
が
内
宴
で
、
宇
多
の
近
習
や
宇
多
の
文
章
経
国
思
想
に
共

感
す
る
学
儒
た
ち
の
み
が
招
か
れ
る
私
的
な
集
ま
り
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
宇
多
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の
譲
位
後
も
宴
の
顔
ぶ
れ
は
殆
ど
替
わ
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
昌
泰
三
年
の

み
は
宮
中
で
公
宴
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
宇
多
院
に
加
え
て
醍
醐
帝
が
参
加
し

た
。
ま
た
、
寛
平
元
年
、
二
、
四
、
六
、
昌
泰
二
年
に
は
、
九
月
末
に
残
菊
を
惜
し

む
宴
も
行
わ
れ
て
い
た
。
後
朝
宴
と
合
わ
せ
る
と
在
位
中
は
ほ
ぼ
毎
年
、
重
陽
宴
以

外
の
宴
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
記
録
の
残
っ
て
い
る
も
の
で
、
寛
平
二
年
閏
九
月
十
二
日
の
ほ
か
に

後
朝
宴
で
も
な
く
残
菊
の
宴
で
も
な
い
菊
の
集
い
が
三
つ
あ
る
。
ま
ず
、
寛
平
六
年

九
月
十
八
日
の
公
宴
は
、
東
宮
敦
仁
が
「
霜
菊
」
を
植
え
て
奏
覧
し
た
の
で
催
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
同
八
年
九
月
十
六
日
の
清
涼
殿
の
菊
花
宴
は
、
『
日
本
紀

略
』
に
「
文
人
を
召
さ
ず
」
と
あ
り
詩
作
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
意

味
に
つ
い
て
は
後
考
を
待
ち
た
い
。
そ
し
て
、
昌
泰
元
年
閏
十
月
十
七
日
の
第
九
皇

子
邸
に
お
け
る
残
菊
の
集
い
が
あ
る
（
注
1
9
）
。
第
九
皇
子
主
催
の
こ
の
宴
は
、
九

月
十
日
の
後
朝
宴
に
お
い
て
皇
子
の
詠
ん
だ
詩
に
感
動
し
た
、
道
真
の
提
案
に
よ
り

改
め
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
に
作
ら
れ
た
「
対
残
菊
待
寒
月
」
（
六
・
四
五
］
）
に

　
　
　
　
　
　
　
い
　
は

は
、
か
の
有
名
な
「
況
復
ん
や
詩
人
の
俗
物
に
非
ざ
る
は
や
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
も
の

紀
長
谷
雄
に
よ
る
詩
序
に
も
「
世
の
惑
へ
る
者
、
多
く
文
士
を
嘲
る
。
彼
我
観
を
殊

に
す
。
誰
か
敢
て
業
を
改
め
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
詩
人
無
用
論
を
唱
え
る
通
儒
た

ち
と
「
詩
人
」
「
文
士
」
で
あ
る
自
分
を
峻
別
す
る
よ
う
な
強
い
自
負
が
伺
え
る
。
一

こ
の
よ
う
に
、
宮
廷
行
事
と
は
別
に
、
儒
教
的
倫
理
観
の
強
い
学
儒
た
ち
が
菊
の
も

と
に
参
集
し
て
政
教
的
な
詩
賦
を
謳
い
上
げ
る
、
と
い
う
集
会
の
類
型
が
あ
っ
た
こ

と
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。

　
次
に
、
重
陽
後
朝
宴
と
残
菊
の
宴
に
お
け
る
、
菅
原
道
真
の
詩
の
内
容
を
み
て
お

き
た
い
。
正
規
の
重
陽
宴
と
は
違
い
、
嵯
峨
朝
の
悲
秋
文
学
の
よ
う
な
時
の
移
り
変

わ
り
や
、
秋
と
い
う
季
節
、
老
い
へ
の
悲
し
み
が
主
な
素
材
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
道
真
の
作
品
に
お
い
て
は
、
菊
も
万
物
と
同
じ
く
時
の
推
移
を
免
れ
ず
衰
え
る

様
子
が
描
か
れ
る
。
老
い
の
問
題
は
、
帝
の
恩
沢
に
応
え
る
に
は
時
間
が
足
り
な
い

と
い
う
天
皇
賛
美
の
文
脈
に
置
き
替
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
寛
平
二
年
閏
九
月
二

十
九
日
の
残
菊
の
宴
に
お
け
る
「
閏
九
月
尽
燈
下
即
事
応
製
」
（
五
・
三
三
六
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
　
　
　
　
　
む
べ

序
文
に
は
、
「
夫
れ
得
て
失
ひ
易
き
は
時
な
り
。
感
び
て
堪
へ
難
き
は
情
な
り
。
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら

な
る
か
な
容
情
惜
み
て
又
に
惜
む
」
と
、
時
の
過
ぎ
去
る
こ
と
、
情
の
移
る
こ
と
、

ゆ
え
に
「
容
情
」
帝
の
情
を
惜
し
む
と
い
う
詩
の
趣
意
が
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一

方
で
、
「
菊
は
花
の
芳
し
き
が
た
め
に
衰
へ
て
ま
た
愛
で
ら
る
。
人
は
道
の
貴
き
に

因
り
て
去
に
て
な
ほ
し
留
る
」
と
、
香
り
よ
い
残
菊
の
再
び
賞
翫
さ
れ
る
よ
う
に
、

君
子
が
文
章
道
を
重
ん
じ
る
お
陰
で
道
真
が
再
び
京
に
呼
び
戻
さ
れ
た
こ
と
を
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

し
、
明
日
か
ら
は
冬
に
入
る
が
、
「
山
豆
薫
薫
夢
裡
の
遊
び
に
勝
へ
め
や
」
、
夢
の
中
の

よ
う
に
荘
洋
と
過
ご
す
も
の
か
、
つ
ま
り
恩
義
に
報
い
る
た
め
に
働
き
た
い
、
と
い

う
決
意
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
閏
九
月
十
二
日
の
「
未
旦
求
衣
賦
」
か
ら
続
く
、

道
真
の
気
概
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

　
し
か
し
、
寛
平
二
年
閏
九
月
の
詩
作
の
集
い
以
降
有
効
で
あ
っ
た
、
臣
下
の
貞
節

を
菊
に
形
象
さ
せ
る
と
い
う
方
法
は
次
第
に
取
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
寛
平
八
年

（
八
九
六
）
の
後
朝
宴
に
お
け
る
「
九
日
後
朝
同
賦
秋
深
応
製
」
（
六
・
四
三
六
）
に

つ
い
て
は
、
道
真
自
身
に
よ
る
「
当
時
微
諌
に
依
り
て
、
小
講
を
負
へ
り
き
。
応
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
は

の
つ
い
で
に
、
柳
か
に
言
に
形
せ
る
な
り
」
と
い
う
注
が
重
要
で
あ
る
。
岩
波
大
系

本
補
注
に
よ
る
と
「
微
諫
」
と
は
、
こ
の
年
の
七
月
五
日
に
検
税
使
を
諸
国
に
派
遣

す
る
と
い
ヶ
議
に
つ
い
て
、
讃
岐
守
と
し
て
の
経
験
か
ら
再
考
す
べ
き
と
奏
上
し
た

こ
と
を
指
す
。
そ
れ
に
よ
り
道
真
は
周
囲
か
ら
非
難
さ
れ
た
の
で
、
何
ら
諺
ら
れ
る
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所
以
の
な
い
こ
と
を
述
べ
た
い
、
と
い
う
。
詩
は
中
秋
の
悲
し
み
を
表
す
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
、
蘭
や
竹
と
い
う
貞
徳
の
象
徴
を
詠
み
込
み
、
「
明
月
」
に
託
し
て
明
晰

で
澄
ん
だ
自
分
の
志
を
述
べ
て
い
る
。
後
朝
宴
の
詩
に
お
い
て
、
帝
に
自
分
の
政
治

的
な
立
場
や
志
の
高
さ
を
訴
え
る
が
、
菊
が
全
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意

し
た
い
。

　
ま
た
、
宇
多
譲
位
後
の
朱
雀
院
に
お
け
る
後
朝
宴
に
お
い
て
は
、
菊
に
松
が
対
置

さ
れ
る
。
昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
の
「
九
日
後
朝
侍
宴
朱
雀
院
同
賦
秋
思
入
寒
松
応

太
上
皇
製
」
（
六
・
四
四
九
）
で
は
、
松
の
緑
色
の
葉
が
不
変
で
あ
る
こ
と
が
「
霜

　
　
　
　
　
　
も
み
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
き
の
ふ

堕
つ
と
も
終
に
黄
ち
て
落
つ
る
地
な
し
」
と
述
べ
ら
れ
、
「
昨
新
英
の
菊
を
翫
ぶ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ち

云
へ
ど
も
、
豊
有
心
老
い
難
き
容
に
若
か
め
や
」
と
、
昨
日
内
裏
の
重
陽
宴
で
見
た

新
し
い
菊
の
花
よ
り
も
、
本
日
の
朱
雀
院
の
「
有
心
」
、
志
あ
る
常
緑
の
松
の
方
が

優
れ
て
お
り
、
宇
多
に
長
寿
を
約
束
す
る
は
ず
だ
と
い
う
。
菊
に
は
醍
醐
帝
に
対
す

る
忠
誠
、
松
に
は
宇
多
上
皇
に
対
す
る
忠
誠
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
景
物
に
託
し
て

宇
多
と
醍
醐
を
比
較
し
た
上
で
、
宇
多
の
方
に
貞
節
を
貫
く
こ
と
を
述
べ
る
。

　
だ
が
、
特
に
注
目
す
べ
き
作
品
は
、
そ
の
前
年
の
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
、
宇
多

譲
位
後
に
初
め
て
開
か
れ
た
重
陽
後
朝
宴
で
詠
ま
れ
た
「
九
日
後
朝
侍
朱
雀
院
同
賦

閑
居
楽
秋
水
応
太
上
天
皇
製
」
で
あ
る
（
六
・
四
四
三
）
。
谷
口
孝
介
氏
は
、
こ
の

作
品
が
、
寛
平
の
治
の
始
動
し
た
寛
平
三
年
の
「
重
陽
後
朝
同
賦
秋
雁
櫓
声
来
応

製
」
（
五
・
三
四
九
）
を
踏
ま
え
、
老
荘
思
想
に
よ
っ
て
宇
多
を
仙
人
に
見
立
て
、

そ
の
政
治
形
態
を
「
玄
談
」
と
捉
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
宇
多

の
居
住
空
間
で
あ
る
朱
雀
院
が
、
内
裏
と
同
等
に
扱
わ
れ
る
な
ど
「
特
権
的
に
肥
大

化
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
真
は
、
寛
平
二
年
の
『
荘
子
』
迫
遥
遊
篇
を
典
拠
と

す
る
三
作
品
で
う
た
っ
た
理
想
の
政
治
を
、
今
ま
さ
に
朱
雀
院
に
お
け
る
宇
多
院
の

政
治
と
し
て
現
出
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
論
じ
た
（
注
2
0
）
。

　
こ
こ
で
振
り
返
り
た
い
の
は
、
嵯
峨
朝
に
お
い
て
菊
に
は
仙
界
へ
の
憧
れ
が
託
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
譲
位
後
の
朱
雀
院
に
お
け
る
宇
多
を
、
道
真
が
儒
教
と
老

荘
の
両
方
の
思
想
か
ら
理
想
の
王
者
と
捉
え
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
象
徴
と
し
て
菊

が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
宇
多
譲
位
後
に
決
定
的
に
な
っ
た
両
者
の
思
想
的
な
ず
れ
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
道
真
が
、
日
頃
か
ら
「
風
流
と
王
道
政
治
の
矛
盾
」
を
強
く
感
じ
て
お
り
、

文
雅
や
仏
教
に
傾
く
宇
多
に
追
随
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
よ

2
1
）
。
同
作
品
の
「
残
菊
猶
し
旧
気
を
含
め
り
」
や
「
老
松
弥
新
青
に
染
み
に
た

り
」
、
昌
泰
元
年
の
後
朝
宴
の
「
寒
松
」
は
、
宇
多
に
貞
節
を
誓
い
な
が
ら
も
役
目

を
果
せ
ず
年
老
い
て
い
く
道
真
自
身
の
比
喩
で
あ
っ
て
、
宇
多
に
対
す
る
調
諌
だ
と

い
う
。
道
真
の
も
っ
て
い
た
老
荘
思
想
が
、
あ
く
ま
で
も
儒
教
的
理
想
に
基
づ
い
た

「
迫
遥
一
致
思
想
」
で
あ
り
、
朱
雀
院
に
お
い
て
宇
多
を
理
想
の
帝
王
と
し
て
演
出

し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
道
真
は
、
現
実
に
背
を
向
け
風
流
韻
事
に
耽
る
宇
多
と

は
背
反
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
真
に
と
っ
て
菊
は
、
あ
く
ま
で
も

天
皇
に
対
す
る
貞
節
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
詩
臣
」
で
あ
る
道

真
に
と
っ
て
、
菊
は
あ
く
ま
で
も
重
陽
宴
の
場
で
帝
の
徳
を
賛
え
る
た
め
の
景
物
で

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ま
で
如
何
に
宇
多
帝
を
菊
の
比
喩
に
よ
っ
て
賞
賛
し
て

き
た
と
は
い
え
、
位
を
去
れ
ば
も
う
天
皇
で
は
な
く
、
菊
は
相
応
し
く
な
い
の
で
あ

る
。　

寛
平
二
年
閏
九
月
十
二
日
の
集
会
に
お
い
て
作
ら
れ
た
、
君
子
宇
多
帝
と
賢
臣
道

真
に
よ
る
理
想
的
な
政
治
の
象
徴
と
い
う
菊
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
両
者
の
間
で
菊
の
詩

賦
が
交
さ
れ
る
た
び
に
、
天
皇
親
政
宣
言
を
再
現
し
固
定
化
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
次
第
に
風
流
志
向
に
傾
き
儒
教
的
理
想
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
宇
多
帝

を
前
に
、
道
真
は
菊
の
喩
を
用
い
な
く
な
る
の
で
あ
っ
た
。

結

　
以
上
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
藤
原
敏
行
歌
に
み
え
る
菊
の
用
法
を
端
緒
に
、
嵯
峨

朝
の
重
陽
詩
と
宇
多
朝
の
詩
賦
に
お
け
る
菊
の
相
違
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
嵯

峨
朝
に
お
い
て
帝
の
延
命
長
寿
や
永
遠
性
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
の
が
、
宇
多
朝
に

至
っ
て
帝
の
威
徳
と
い
う
象
徴
性
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
そ
の
直
接
の
転
換
点
が
、
寛
平
二
年
閏
九
月
十
二
日
の
菊
の
詩
会
で
あ
る
。
こ
の

詩
会
は
、
親
政
の
理
想
に
燃
え
る
宇
多
帝
が
、
今
後
政
治
を
と
も
に
す
る
側
近
や
学

儒
に
菊
を
題
材
と
し
た
君
臣
唱
和
詩
を
作
ら
せ
る
こ
と
で
、
絶
対
の
忠
誠
を
誓
わ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
宇
多
帝
は
、
勅
撰
三
集
に
お
け
る
菊
を
嵯
峨
帝
の
文

治
政
策
の
象
徴
と
捉
え
て
お
り
、
そ
の
重
陽
宴
を
再
現
す
る
こ
と
で
彼
朝
の
よ
う
な

君
臣
関
係
を
構
築
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
た
。

　
文
運
隆
盛
の
嵯
峨
朝
で
は
、
「
文
章
は
経
国
の
大
業
な
り
」
と
い
う
揚
言
の
も
と

に
詩
文
の
制
作
が
国
家
経
営
に
列
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
対
策
文
な
ど
実
際
的

な
政
治
に
直
結
す
る
文
章
の
み
な
ら
ず
、
宴
遊
に
お
い
て
君
臣
が
相
交
じ
り
観
念
的

共
同
体
を
形
成
す
る
た
め
の
詩
賦
も
、
王
道
政
治
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
、
寛
平
初
年
に
は
摂
関
家
の
台
頭
と
文
章
経
国
思
想
の
衰
退

に
よ
っ
て
、
嵯
峨
朝
に
お
い
て
自
明
の
も
の
で
あ
っ
た
天
皇
と
官
人
の
観
念
的
共
同

体
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
登
用
さ
れ
た
の
が
菅
原
道
真
と
い
う
、
天
皇
を
政

治
の
中
心
に
戴
き
文
章
に
よ
る
奉
仕
を
自
ら
の
天
分
と
す
る
、
「
王
沢
」
の
「
詩
臣
」

で
あ
っ
た
。
宇
多
は
、
寛
平
元
年
に
一
度
主
催
し
た
後
朝
宴
を
、
よ
り
嵯
峨
朝
の
重

陽
宴
に
近
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
道
真
を
含
む
十
二
人
の
学
儒
を
臨
時
に
招
い
て

菊
の
詩
作
の
集
い
を
開
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
宇
多
は
、
自
分
の
も
つ
政
治
理
念

を
道
真
ら
に
共
有
さ
せ
る
た
め
に
、
言
志
の
詩
を
詠
じ
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
文
章

経
国
説
に
よ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
宇
多
に
は
嵯
峨
帝
の
よ
う
な
群
臣
の
中
心
と
し
て

の
機
能
が
欠
け
て
い
た
た
め
、
臣
下
ひ
と
り
ひ
と
り
に
自
ら
を
称
揚
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
帝
と
し
て
の
権
威
を
高
め
、
君
臣
の
対
を
複
数
つ
く
る
こ
と
で
集
団
を
形
成

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
宇
多
に
と
っ
て
、
天
皇
主
導
の
政
治
は
理
想
に
過
ぎ
ず
、
文
学
空
間
に
お
い
て
し

か
再
現
で
き
な
い
こ
と
が
痛
感
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
天
皇
親
政
が
宣

言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
菊
は
嵯
峨
朝
の
君
臣
和
楽
の

場
の
象
徴
で
あ
り
、
菊
の
も
と
で
詩
宴
を
開
く
こ
と
で
、
そ
の
永
遠
性
に
託
し
、
嵯

峨
帝
の
よ
う
な
文
化
天
皇
と
し
て
永
久
に
君
臨
す
る
こ
と
を
願
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

注　
　
※
漢
詩
文
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
題
は
白
文
の
ま
ま
、
本
文
は
書
き
下
し
文
と
し

　
、
た
。
な
お
、
表
記
は
適
宜
改
め
た
。

（
1
）
　
『
古
今
和
歌
集
』
は
小
沢
正
夫
（
校
注
・
訳
）
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
本
に
よ

　
　
る
。

（
2
）
　
鈴
木
日
出
男
「
古
今
集
と
そ
の
周
辺
」
「
国
文
学
」
2
6
－
1
2
、
S
5
9
・
9

　
　
な
お
、
敏
行
歌
を
引
き
歌
と
す
る
の
が
、
『
源
氏
物
語
』
の
太
政
大
臣
の
歌
で
あ
る
。

　
　
藤
裏
葉
巻
に
お
い
て
「
太
上
天
皇
に
准
ふ
御
位
」
を
得
た
光
源
氏
を
、
「
む
ら
さ
き
の

　
　
雲
に
ま
が
へ
る
菊
の
花
に
ご
り
な
き
世
の
星
か
と
そ
み
る
」
と
賛
え
て
い
る
。
鈴
木
氏

　
　
は
、
同
様
に
、
敏
行
歌
を
媒
介
に
し
て
宇
多
朝
漢
詩
文
の
発
想
を
指
摘
し
て
い
る
が

　
　
（
「
光
源
氏
の
栄
華
－
光
源
氏
論
㈲
」
秋
山
慶
・
木
村
正
中
・
清
水
好
子
（
編
）
『
講
座

　
　
源
氏
物
語
の
世
界
』
6
、
有
斐
閣
、
S
5
6
・
1
2
）
、
一
方
で
、
余
田
充
氏
や
浅
尾
広
良 一275一



　
　
氏
に
よ
っ
て
嵯
峨
朝
重
陽
詩
を
直
接
の
典
拠
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
（
余
田
充

　
　
「
藤
裏
葉
巻
の
“
菊
”
を
め
ぐ
る
贈
答
歌
群
－
平
安
初
期
宮
廷
詩
の
投
影
1
」
『
論
考
平

　
　
安
王
朝
の
文
学
－
一
条
朝
の
前
と
後
1
』
新
典
社
、
H
1
0
・
1
1
／
浅
尾
広
良
「
嵯
峨
朝

　
　
復
古
の
桐
壺
帝
－
朱
雀
院
行
幸
と
花
宴
1
」
『
歴
史
と
の
往
還
』
論
叢
源
氏
物
語
2
、

　
　
新
典
社
、
H
1
2
・
5
）
。
光
源
氏
の
人
物
造
型
に
関
わ
る
部
分
だ
け
に
慎
重
を
期
し
た

　
　
い
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
を
踏
ま
え
た
上
で
別
稿
に
て
論
じ
る
つ
も
り
で

　
　
あ
る
。

（
3
）
　
小
島
憲
之
「
詩
よ
り
和
歌
へ
」
『
上
代
日
本
文
學
と
中
国
文
学
－
出
典
論
を
中
心
と

　
　
す
る
比
較
文
学
的
考
察
1
』
下
巻
、
塙
書
房
、
S
4
6
・
1
0

（
4
）
　
波
戸
岡
旭
「
菅
原
道
真
「
九
月
十
日
」
の
詩
に
つ
い
て
」
「
漢
文
学
会
々
報
」
3
5
、

　
　
H
1
・
1
2

（
5
）
　
嵯
峨
朝
悲
秋
文
学
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
信
一
「
平
安
前
期
漢
文
学
研
究
の

　
　
現
在
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
5
5
1
1
0
、
H
2
・
1
0
）
に
詳
し
い
。

（
6
）
　
波
戸
岡
旭
「
嵯
峨
天
皇
と
重
陽
詩
賦
」
『
上
代
漢
詩
文
と
中
国
文
学
』
笠
間
叢
書
脚
、

　
　
笠
間
書
院
、
H
l
・
1
1

（
7
）
　
半
谷
芳
文
「
経
国
集
「
重
陽
節
、
神
泉
苑
、
賦
秋
可
哀
」
ー
勅
撰
三
漢
詩
集
論
考
皿

　
　
1
」
早
稲
田
大
学
大
学
院
中
古
文
学
研
究
会
（
編
）
『
源
氏
物
語
と
平
安
文
学
』
4
、

　
　
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
H
7
・
5

（
8
）
　
『
凌
雲
集
』
『
経
国
集
』
は
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
（
塙
書
房
）
、
『
文

　
　
華
秀
麗
集
』
は
同
（
校
注
）
岩
波
日
本
古
典
大
系
本
に
よ
る
。

（
9
）
　
「
子
日
、
歳
寒
、
然
後
知
松
柏
之
後
彫
也
。
」
（
『
論
語
』
「
子
牢
第
九
」
二
百
三
十
三

　
　
節
。
吉
田
賢
抗
の
明
治
書
院
新
釈
漢
文
大
系
本
に
よ
る
。
）

　
　
　
「
顧
悦
与
二
簡
文
一
同
年
、
而
髪
蚤
白
。
簡
文
日
、
卿
何
以
先
白
。
対
日
、
蒲
柳
之
姿
、

　
　
望
レ
秋
而
落
、
松
柏
之
質
、
凌
レ
霜
猶
茂
。
［
二
］
顧
榿
之
為
二
父
伝
一
日
、
君
以
二
直

　
　
道
一
、
陸
二
遅
於
世
一
。
入
見
レ
王
、
王
髪
無
二
二
毛
一
、
而
君
已
斑
白
。
問
二
君
年
一
、

　
　
乃
日
、
卿
何
偏
早
白
。
君
日
、
松
柏
之
姿
、
凌
レ
霜
猶
茂
。
臣
楡
柳
之
質
、
望
レ
秋
先

　
　
零
。
受
レ
命
之
異
也
。
王
称
レ
善
久
レ
之
。
」
（
『
世
説
新
語
』
「
言
語
第
二
」
。
目
加
田
誠

　
　
の
新
釈
漢
文
大
系
本
に
よ
る
。
）

（
1
0
）
　
な
お
、
『
文
華
秀
麗
集
』
「
九
日
落
葉
篇
」
に
至
っ
て
は
、
重
陽
宴
の
…
催
さ
れ
て
い
る

　
　
神
泉
苑
の
風
景
が
悲
秋
の
主
題
の
も
と
に
詠
ま
れ
る
の
み
で
、
応
製
詩
に
お
い
て
も
、

　
　
菊
も
出
て
こ
な
け
れ
ば
帝
の
長
久
の
祈
念
と
い
う
重
陽
詩
の
常
套
句
す
ら
使
わ
れ
な

　
　
い
。
『
文
華
秀
麗
集
』
が
勅
撰
三
集
の
な
か
で
最
も
嵯
峨
朝
の
詩
風
や
美
意
識
に
忠
実

　
　
で
あ
る
と
す
れ
ば
（
後
藤
昭
雄
「
『
文
華
秀
麗
集
』
の
位
置
」
『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』

　
　
桜
楓
社
、
S
5
6
・
9
）
、
嵯
峨
朝
に
お
い
て
は
、
重
陽
詩
に
お
け
る
表
立
っ
た
皇
統
賛

　
　
美
よ
り
も
、
悲
秋
文
学
と
い
う
共
通
の
主
題
の
も
と
に
応
製
奉
和
が
な
さ
れ
る
こ
と
の

　
　
方
が
重
要
視
さ
れ
た
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
悲
秋
の
テ
ー
マ
と

　
　
相
容
れ
な
い
菊
が
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
1
1
）
　
小
島
憲
之
「
文
章
は
経
国
の
大
業
な
り
」
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
中
（
上
）
1
弘

　
　
仁
期
の
文
学
を
中
心
と
し
て
ー
』
塙
書
房
、
S
4
8
・
1
な
ど
。

（
1
2
）
　
後
藤
昭
雄
「
嵯
峨
天
皇
と
弘
仁
期
詩
壇
」
前
掲
（
1
0
）
著
。

（
1
3
）
　
藤
原
克
己
「
嵯
峨
朝
の
政
治
文
化
と
勅
撰
三
集
」
『
菅
原
道
真
と
平
安
朝
漢
文
学
』

　
　
東
京
大
学
出
版
会
、
H
1
3
・
5

（
1
4
）
　
鈴
木
日
出
男
「
嵯
峨
文
学
圏
－
九
世
紀
文
学
史
覚
書
1
」
「
文
学
・
語
学
」
6
8
、
S

　
　
4
8
・
8

（
1
5
）
　
『
菅
家
文
草
』
は
川
口
久
雄
（
校
注
）
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。
以
下
、

　
　
『
菅
家
文
草
』
の
引
用
は
巻
数
と
作
品
番
号
の
み
付
す
。

（
1
6
）
　
本
間
洋
一
氏
は
、
「
菅
原
道
真
の
菊
の
詩
に
つ
い
て
」
（
「
東
洋
文
化
」
復
刊
5
5
、
S

　
　
6
0
・
8
）
の
注
九
に
お
い
て
、
「
麗
水
」
の
「
麗
」
は
「
脚
」
に
通
じ
る
と
指
摘
し
て

　
　
い
る
。
『
芸
文
類
聚
』
「
菊
」
所
収
の
『
風
俗
通
』
に
よ
れ
ば
、
「
郷
」
県
の
「
甘
谷
」

　
　
の
水
で
あ
る
「
甘
谷
」
の
上
流
の
山
に
は
大
き
な
菊
が
自
生
し
て
お
り
、
そ
の
滋
液
を

　
　
飲
ん
だ
谷
の
人
々
が
長
寿
を
得
た
と
い
う
、
重
陽
節
の
菊
酒
の
由
来
と
な
っ
た
伝
説
が

　
　
あ
る
。

（
1
7
）
　
藤
原
克
己
「
詩
人
鴻
儒
菅
原
道
真
」
前
掲
（
1
3
）
著
。

（
1
8
）
　
前
掲
（
1
7
）
論
。

（
1
9
）
　
第
九
皇
子
は
、
宇
多
第
九
皇
子
敦
実
親
王
（
大
系
本
の
補
注
1
）
の
ほ
か
、
斉
世
親

　
　
王
（
「
残
菊
に
対
ひ
て
寒
月
を
待
つ
」
『
本
朝
文
粋
』
の
注
2
4
）
、
清
和
第
九
皇
子
の
貞

　
　
真
親
王
（
後
藤
昭
雄
「
文
人
相
軽
」
前
掲
（
1
8
）
著
）
と
す
る
説
が
あ
る
。
第
九
皇
子

　
　
は
「
文
体
凡
に
非
ず
、
興
託
観
つ
べ
し
。
近
代
の
皇
子
、
こ
の
比
有
ら
ず
」
と
絶
賛
さ

　
　
れ
て
お
り
、
文
運
隆
盛
を
招
く
次
代
の
帝
と
し
て
望
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

（
2
0
）
　
谷
口
孝
介
「
古
今
集
へ
の
道
ー
宇
多
院
と
菅
原
道
真
1
」
『
古
今
集
と
漢
文
学
』
和

　
　
漢
比
較
文
学
叢
書
1
1
、
汲
古
書
院
、
H
4
・
9

（
2
1
）
　
前
掲
（
1
7
）
論
。
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